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－DV-AM法とシングルコロニーAM法－

成果の特徴
• 圃場土壌には、種々の微生物とともに様々なかびが生息しています。
• アンモニア (AM) 処理でアフラトキシン (AF) 産生菌のコロニーは赤変します。
• 土壌から、簡便に、多様なAF産生菌を検出する手法を提示します。

成果の活用 DV-AM法とシングルコロニーAM法の組合せにより、
土壌中の多様なAF産生菌を検出できます。
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①ジクロルボス-アンモニア(DV-AM)法
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②シングルコロニーAM法
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③コロニーの判別と菌種の同定

赤色

Aspergillus nomius
cladeのA. pseudonomius

OKI-2nd-20  calmodulin

Aspergillus flavus
clade

判
別
方
法

形
態

非
Aspergillus Aspergillus

色
調 ー 赤色 薄桃色

コロニー
数 9 23 1

薄桃色

形態観察

６株（コロニー）は生育せず

77


	多様なかび毒産生菌の検出

